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る。かつ、英国、ドイツのコミュニティの分析、コミュニティ活動者に対するヒアリングも
行うなど、広範な研究の展開を図っている。
調査データの分析から、住民のコミュニティ意識を実証的に把握し、その意識構造次元を
一つの視点として、コミュニティ形成・充実化への住民参加、愛着・定住指向、行政への積
極的関与との関連を明らかにしている。
なお、調査対象地域を超えて、子どもの有無(有>無)、性別(女>男)がコミュニティ
参加への意識意欲の高さのみならず、積極的な活動にも影響することなどが示されている。
また、従来の研究では明らかにされていなかったコミュニティ意識の次元として、まちづく
りの意思決定を市民が主体的に行うことの保障を求める「自己決定」次元が得られている。
これが日常的な意識として台頭してきたことが示されたことは先駆的な示唆と言えよう。
論文申請者は、自らが地域の活動者となりながら、長崎県西彼杵郡でのNPO団体の活動分析
(設立経緯も含めて)やその会員についての入念な継続的な調査を行っている。そこでは、
地域での他者との連携指向、住民としての自己決定指向、自発的な活動意欲等の意識は具体
的なコミュニティ活動への参加意欲を高めていることを明らかにしている。
との論文では、わが国におけるコミュニティ意識が住民参加・市民参加モテールというフレ
ーム内でどのように位置づけられるのかを検討し、コミュニティ意識の面から見ても、実際
の住民参加・市民参加のレベルから見ても、地域での自己責任を伴った住民による自己決定
制度を構築していくための基盤は固まりつつあることを示している。
本論文は、市民社会の成熟のプロセスの主要な要因を、国内外の具体的なコミュニティの
住民の意識、まちづくりの事例等を通じて多角的に検討したものである。従来、必ずしも十
分には吟味されていなかった要因を描き出し、まちづくりモデルに迫る貢献は大きいと評価
できるものであり、本論文は、博士(人間科学)の学位に十分値するものと判定できる。
